
設問№ 科目平均 全体平均

Ⅰ.(1) 3.53 3.45

Ⅰ.(2) 3.73 3.56

Ⅰ.(3) 3.33 3.07

Ⅱ.(4) 2.97 3.01

Ⅱ.(5)

Ⅱ.(6)

Ⅱ.(7) 3.47 3.33

Ⅱ.(8) 3.63 3.42

Ⅱ.(9) 3.50 3.30

Ⅱ.(10) 3.10 3.23

Ⅱ.(11) 3.70 3.21

Ⅱ.(12) 3.63 3.48

Ⅱ.(13) 3.57 3.45

満足度 Ⅱ.(14) 3.43 3.41

ノートをとる
   先生に
  質問する

復習をする
  図書館や
インターネット

　何もして
　　いない

Ⅳ.(15) 16.7% 16.7% 6.7% 6.7% 36.7%

本科目平均 全体平均

奈良学園大学

授業を理解するための工夫

 自身の
受講姿勢
Ⅰ.(1)～(3)

3.53 3.36

③アンケート全体を通しての自己評価、及び、今後の授業改善計画について

講義内容・
方法

Ⅱ.(4)～(13)
3.45 3.30

授 業 年 度 2017年度後期

自
身
の

受
講
姿
勢

時間割番号 12115

科   目   名 道徳教育の指導法Ａ（初等）

教   員   名 増井　眞樹

講
義
内
容
・
方
法

実習や自治体セミナーの実地体験などのため、欠席者が多く、全体の
理解の徹底を図ることが難しい状況であった。また、教員以外の進路
の学生のモチベーションを維持することに苦労した。※レーダーチャートの平均は４段階評価　４(そう思う)、３(ややそう思う)、２，(あまりそう思わない）、１（そう思わない)

〈※複数選択可項目〉

①授業計画の達成度について

小学校教員免許取得のための必修科目であるため、確実に習得する
内容を設定し、指導を進めた。理解が不十分な学生に対しては、授業
時間外の指導時間を設けるなどして理解の充実を図った。

②授業の進め方について

Ⅲ.(14)
3.43 3.41

平成３０年度から実施される道徳科の授業では、「考え、議論する　道
徳」が謳われており、話し合い活動の充実を目指した授業の展開を図り
たいと考えている。

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00
Ⅰ.(1) 

Ⅰ.(2) 

Ⅰ.(3) 

Ⅱ.(4) 

Ⅱ.(5) 

Ⅱ.(6) 

Ⅱ.(7) 

Ⅱ.(8) 

Ⅱ.(9) 

Ⅱ.(10) 

Ⅱ.(11) 

Ⅱ.(12) 

Ⅱ.(13) 

Ⅱ.(14) 

レーダーチャート 科目平均 

全体平均 

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

Ⅰ.(1)自身の受講意

欲 

Ⅰ.(2)受講マナー 

Ⅰ.(3)授業時間以外

の学修活動 

Ⅱ.(4)シラバス 

Ⅱ.(7)説明のわかりや

すさ 

Ⅱ.(8)聞き取りやすさ 

Ⅱ.(9)理解度を確認し

ながらの授業 

Ⅱ.(10)私語対策 

Ⅱ.(11)授業時間以外

の学修活動を行う指

導 

Ⅱ.(12)授業に対する

熱意や意欲 

Ⅱ.(13)有効な時間の

使い方 

Ⅱ.(14)総合的満足度 

レーダーチャート 科目平均 
全体平均 

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

大学全体 本科目 

Ⅳ.(15)授業を理解するための工夫 

ノートをとる 

   先生に 
  質問する 

復習をする 

  図書館や 
インターネット 

 何もして 
  いない 

総合的 

満足度 


	アンケート集計

